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13.糞置
くそおき

遺
い

跡
せき

 
                   

所 在 地：福井市二上町 

調査原因：北陸新幹線建設事業 

調査期間：平成 28年 10 月３日～12 月 28 日 

平成 29 年３月１日～３月 31日 

調査主体：福井県教育庁埋蔵文化財調査センター 

調査面積：総面積 8,140 ㎡（表面積 4,580 ㎡） 

時  代：縄文・弥生・古墳・平安・室町時代 

 

                            位置図（S＝1/50,000） 

調査の概要 糞置遺跡は、福井市と鯖江市の境界である文殊山の北側に位置し、現在では

主に水田となっています。昭和 27 年以降、大学などによる学術調査とあわせて、北陸自動車

道や土地改良などの開発事業に伴う緊急調査が行われてきました。これらの発掘成果から、

糞置遺跡は今から約 2,800 年前の縄文時代の終わりごろから、長期間にわたって続いた遺跡

であることがわかっています。また、奈良時代の荘園で、正倉院に絵図が残っている東大寺

領糞置荘があった場所としても、県内外において著名な遺跡とされています。 

今回の調査は、北陸新幹線の本線および側道予定地を対象として、平成 28 年 10 月から平

成 29 年６月まで行います。調査地は延長約 450ｍと比較的長いため、地形によって、平野の

水田部（Ⅰ～Ⅲ区）、丘陵の裾部（Ⅳ区）、丘陵の裾部と谷部（Ⅴ区）の計５地区に分けて

調査を行いました。平成 28 年度はⅠ～Ⅲ・Ⅴ区の計 8,140 ㎡を対象としました。 

調査の結果、各地区で遺跡の時代と内容に違いがあることが分かりました。これは、各時

代の人々が地形などの自然環境の変化に対応して、生活を行ってきたことを示しています。 

遺構と遺物 以下、地区ごとに調査成果について説明します。 

Ⅰ・Ⅱ区 弥生時代では、住居（平地住居）２棟、住居または建物（掘立柱建物）７棟、

墓（方形周溝墓）１基、弥生時代から古墳時代にかけての河川跡が１条見つかりました。１

棟の平地住居では、建物の外側に掘られた排水用の溝から、多くの土器とともに、皿状の台

の部分に飾りの穴のある脚の部分が付く木製品が１点出土しました。方形周溝墓では、埋葬

用の穴は確認できませんでしたが、四角形にめぐる溝から、祭りに使われた土器が出土しま

した。河川跡は「Ｓ」字状に曲がりくねっています。幅は最も広い所で約 28ｍ、深さは約２

ｍあります。土や植物がたまり、完全に埋まってしまう間に、大きく３回の水の流れがあっ

たことがわかりました。時代が最も古い１回目にたまった土からは縄文時代の遺物、続く２

回目の土からは縄文・弥生時代の遺物、最後の３回目の土からは弥生・古墳時代の遺物が見

つかりました。２回目の川岸には、杭と一緒に自然の木や樹皮が多量に敷き並べられていま

した。川岸が崩れないための補強（護岸）であると考えています。３回目の土からは、多量

の木製品が見つかりました。その多くが板状や棒状に加工された部品ですが、田舟・杵・鍬・

弓・容器・蓋など全体の形が分かる例もあります。また、赤色の顔料で塗られた薄い板など
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もあります。同じく、３回目の川底からは、顎と歯を中心とした人骨が見つかりました。弥

生時代の終わりごろの人物と考えています。 

Ⅲ区 平安時代の溝が１条見つかりました。溝は幅が約２ｍ、深さが約 40 ㎝あり、ほぼ南

北方向に直線的にのびています。そのほか、湿地跡も確認しました。遺物は溝と湿地跡から、

平安時代の須恵器と木製品が見つかりました。須恵器には底に墨で「南」などの文字が書か

れた例（墨書土器）もあります。木製品には人形
ひとがた

（まじないの道具）や火
ひ

錐
きり

材（火起こしの

道具）などもあります。 

Ⅴ区 正確な時代は不明ですが、たき火が行われた痕跡（焼土）が見つかりました。その

ほかに谷川の跡も確認しました。谷川跡から弥生・平安・室町時代の土器が見つかりました。 

まとめ 縄文時代と平安時代の集落は、住居などの遺構が見つかっていないため、明らかにす

ることはできませんが、弥生時代の集落は、山裾部に所在する現在の二上集落より約 100ｍ北側に

中心があり、曲がりくねった河川のすぐ側で営まれたようです。 

今回の調査では、河川跡や湿地跡から多くの遺物が見つかりました。川岸の近くで折り重

なった状態で見つかることから、周りから転がって埋まったのではなく、捨てられてたまっ

たものであり、川岸はゴミ捨て場のひとつとして利用されていたのでしょう。また、河川跡

や湿地跡は水を多く含んだ湿った環境にあるため、通常は腐ってしまう木製品が残っていま

した。これら木製品は量や種類も豊富にあり、大変貴重な資料を得ることができました。                                        

（山本孝一） 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査区全景 （北方上空から） 
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Ⅱ区 平地住居（東から） 

Ⅰ区 方形周溝墓（西から） 

Ⅰ区 平地住居周溝 遺物出土状況（北方上空から） Ⅰ区 平地住居 木製品出土状況 

Ⅰ区 方形周溝墓 土器出土状況 

Ⅱ区 掘立柱建物（東から） 

Ⅱ区 河川 遺物出土状況（西から） Ⅱ区 河川 遺物出土状況（東から） 
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Ⅱ区 河川 護岸状施設検出状況（東から） Ⅱ区 同左（南東から） 

Ⅱ区 河川 人骨出土状況 Ⅱ区 河川 舟形木製品出土状況 Ⅱ区 河川 縄文土器出土状況 

Ⅲ区 溝 遺物出土状況（北から） Ⅱ区 溝 遺物出土状況（南から） 

Ⅲ区 溝 火錐材出土状況 Ⅲ区 溝 人形出土状況 Ⅱ区 溝 墨書土器出土状況

（東から） 


